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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

20,370 20,370 活動指標の名称 目標値 22,359 22,359

1 総
ゆかりのまち交
流事業

ゆかりのまち岡崎市との
交流を図る。

市民
各種団
体等

定
例
定
型

ゆかりのまち
交流事業

428
目標とした期限まで
に事務を行い、成果
が出ている。

Ａ 交流事業実施
回数

２回 487

業
務
計
画

未 高 高 中
現状維

持
なし 維持

1
ゆかりのまち交
流事業

市民バスツアー等の
実施

実施時期
平成２２
年４月及
び８月

平成２２
年４月及
び８月

428
市民バスツアー等の
実施

実施時期
平成２３
年４月及
び８月

487

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

更
可

無 なし 24

ゆかりのまち交流事
業については、昨年
度も市民との協働に
ついて「可」として
いるところであった
が、スポーツ交流及
び青少年交流につい
ては、今後の事業展
開及び事業内容等か
ら、さらに市民との
協働を行うことによ
り、より質の高い
サービスを提供する
ことができると判断
し、「更可」とし
た。

維持

701 総

ちがさき男女平
等参画プラン及
び実施計画の策
定

男女共同参画社会の形成
の促進に関する施策につ
いての基本計画を定め
る。

全市
民、市
内の民
間団

体、市
役所各

定
例
定
型

（仮称）男女
共同参画推進
プランの策定

210

目標とした回数、期
限までに事務を行
い、成果が出てい
る。

Ａ

701

ちがさき男女平
等参画プラン及
び実施計画の策
定

ちがさき男女平等参
画プラン推進協議会
の開催

会議開催（年
間）

３回 ３回 190

701

ちがさき男女平
等参画プラン及
び実施計画の策
定

茅ヶ崎市男女共同参
画推進会議の開催

会議開催（年
間）

３回 ３回

701

ちがさき男女平
等参画プラン及
び実施計画の策
定

市民フォーラムの開
催

フォーラムの
開催（年間）

１回 １回 20

2 総
男女共同参画推
進プランの進行
管理

プランを行政に浸透さ
せ、計画的な進行管理を
図る。

市役所
各課

定
例
定
型

（仮称）男女
共同参画推進
プランの策定

303
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 審議会等委員
の女性の割合

３０％ 506 未 高 中 高
現状維

持
なし 維持

2
男女共同参画推
進プランの進行
管理

ちがさき男女平等参
画プラン推進協議会
の開催

開催回数（年
間）

６回 ５回 303
ちがさき男女共同参
画推進プラン協議会
の開催

開催回数（年
間）

６回 506 済
必
要

法
令
不
可

済 無 なし 維持

2
男女共同参画推
進プランの進行
管理

茅ヶ崎市男女共同参
画推進会議の開催

開催回数（年
間）

２回 ２回
茅ヶ崎市男女共同参
画推進会議の開催

開催回数（年
間）

２回
不
可

必
要

法
令
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

2
男女共同参画推
進プランの進行
管理

年次計画書作成
年次計画書作
成期限（評価
指標含む）

平成２２
年９月

平成２２
年９月

2
男女共同参画推
進プランの進行
管理

年次報告書作成
年次報告書作
成期限（評価
指標含む）

平成２２
年９月

平成２２
年９月

年次報告書作成
年次報告書作
成期限（評価
指標含む）

平成２３
年９月

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

2
男女共同参画推
進プランの進行
管理

ちがさき男女平等参
画プランの評価

プランの進捗
状況の評価公
表時期

平成２３
年１月

平成２３
年１月

ちがさき男女共同参
画推進プランの評価

プランの進捗
状況の評価公
表時期

平成２４
年３月

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3 総
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

講座の実施や情報誌を発
行することにより、男女
平等参画意識の啓発を図
る。

市民

定
例
定
型

1,681
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 事業参加者数 ５００人 1,854 未 高 中 高
現状維

持
なし 維持

3
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

男女平等意識の高揚
に関する講座の実施

開催回数（年
間）

５回 ４回 27
男女共同参画推進に
関する事業の実施

事業数 １４事業 634 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

3
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

女性のエンパワーメ
ント支援のための講
座の実施

開催回数（年
間）

５回 ９回 407
男女共同参画推進に
関する事業に統合

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

男女共同参画課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

男女共同参画課

施策目標 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

20,370 20,370 活動指標の名称 目標値 22,359 22,359

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

男女共同参画課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

男女共同参画課

施策目標 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

3
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

生涯にわたる女性の
健康と権利の啓発に
関する講座の実施

開催回数（年
間）

１回 4回 3
男女共同参画推進に
関する事業に統合

3
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

「配偶者からの暴力
の防止及び被害者の
保護に関する法律」
に関する意識啓発事
業の実施

開催回数（年
間）

１回 ２回 49
男女共同参画推進に
関する事業に統合

3
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

講座開催等の業務補
助

講座開催回数
（年間）

１４回 １９回 1,195
啓発事業等の業務補
助

従事日数 ２４４日 1,220 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

3
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

（事業№603から統
合）

新たな分野（防災）
の取り組みに関する
意識啓発

情報紙等によ
る情報提供
（開館日数）

３０８日 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

3
男女共同参画社
会実現に向けた
啓発等推進事業

（事業№888庁内共
通業務から統合）

講座託児スタッフ登
録

託児スタッフ
研修実施回数

２回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

4 総
女性問題の研究
調査及び啓発

男女共同参画意識の現状
把握や女性問題の資料を
収集し、情報を市民に提
供する。

市民

定
型
定
例

女性問題の調
査研究・啓発
及び統計資料
の作成

109
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 図書貸出冊数 １５０冊 1,549

業
務
計
画

未 高 中 高
現状維

持
なし 維持

4
女性問題の研究
調査及び啓発

男女平等参画推進情
報発信

情報紙発行回
数（年間）

３回 ３回 53
男女共同参画の推進
に関する情報の発信

情報紙発行回
数（年間）

２回 30

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

4
女性問題の研究
調査及び啓発

女性問題資料収集提
供

図書等購入数
（年間）

５０冊 ２２冊 56
女性問題資料収集提
供

図書等収集冊
数（年間）

４０冊 60

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

4
女性問題の研究
調査及び啓発

男女平等参画推進情
報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回 １回
男女共同参画推進情
報発信

女性センター
事業概要発行
回数（年間）

１回

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

4
女性問題の研究
調査及び啓発

はがきによる市民意
識アンケート調査の
実施

調査結果の報
告書作成期限

平成２４
年３月

106

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

4
女性問題の研究
調査及び啓発

手紙によるアンケー
ト調査の実施

調査結果報告
書作成期限

平成２４
年１月

1,353

業
務
計
画

済
必
要

可
不
可

無 なし
予算
なし

5 総 相談事業

女性が抱える様々な問題
解決の一助として女性の
ための相談室を運営し、
そこに現れた問題点を施
策に反映させる。

主に女
性の相
談者

定
例
定
型

5,486
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

相談室開設日
数（休日・年
末年始を除
く）

週５日 6,104 未 高 中 高
現状維

持
なし 維持

5 相談事業
女性のための相談室
の運営

女性のための
相談室開設日
数（年間）

２４２日 ２４２日 5,438
女性のための相談室
の運営

女性のための
相談室開設日
数（年間）

２４３日 681
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5 相談事業 相談員研修 相談員研修 ４回 ９回 48 相談員研修
相談員研修の
実施及び研修
会への出席

５回 76
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5 相談事業 相談員の任免 相談員の任用 ３人 ３人 相談員 相談員の任用 ３人 5,040
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5 相談事業
相談事業に関する啓
発事業

事業数 1事業 47
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

5 相談事業
（事業№601から統
合）

配偶者からの暴力の
被害者の保護に関す
る支援事業

利用回数 ４件 260
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持
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第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

20,370 20,370 活動指標の名称 目標値 22,359 22,359

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

男女共同参画課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

男女共同参画課

施策目標 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

5 相談事業
（事業№604から統
合）

ＤＶ被害者支援に向
けた対策会議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年
間）

２回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

601 総

「配偶者からの
暴力の防止及び
被害者の保護に
関する法律」に
関する一時保護
事業

女性のＤＶ被害者を一時
保護し、配偶者の暴力か
ら避難させ、被害を防止
するとともに、被害者の
自立を支援する。

女性の
ＤＶ被
害者

定
型
定
例

65
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

601

「配偶者からの
暴力の防止及び
被害者の保護に
関する法律」に
関する一時保護
事業

「配偶者からの暴力
の防止及び被害者の
保護に関する法律」
に関する一時保護

相談実施日数
（年間）

２４２日 ２４２日 65 （事業№5へ統合）

6 総
女性センター管
理運営

男女共同参画のまちづく
りの拠点として女性セン
ターを管理運営する。

女性セ
ンター
利用者

定
例
定
型

7,548
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

女性センター
開館日数（年
末年始を除
く）

週６日 8,017 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

6
女性センター管
理運営

施設の維持及び修繕
事務

開館日（年
間）

３０７日 ３０７日 2,506
施設の維持及び修繕
事務

開館日（年
間）

３０８日 2,920
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

6
女性センター管
理運営

清掃業務
清掃日数（年
間）

３０７日 ３０７日 1,365 清掃業務
清掃日数（年
間）

３０８日 1,220 済
必
要

済
不
可

無 なし 維持

6
女性センター管
理運営

開閉館及び窓口業務
開館日（年
間）

３０７日 ３０７日 3,677 開閉館及び窓口業務
開館日（年
間）

３０８日 3,877 済
必
要

済
不
可

無 なし 維持

6
女性センター管
理運営

消防法に関する事務
避難訓練実施
回数（年間）

２回 ２回 消防法に関する事務
避難訓練実施
回数（年間）

２回
不
可

必
要

済
不
可

無 なし
予算
なし

6
女性センター管
理運営

使用申請、取消申請
受理及び承認事務

のべ利用団体
数（年間）

３６００
団体

３４７７
団体

開閉館及び窓口業務
へ統合

6
女性センター管
理運営

センター使用料の徴
収、減免及び還付事
務

調定回数（年
間）

２４回 １４回
開閉館及び窓口業務
へ統合

6
女性センター管
理運営

複写機、印刷機及び
電話料金収納事務

調定回数（年
間）

６０回 ６１回
開閉館及び窓口業務
へ統合

6
女性センター管
理運営

目的外使用の許可事
務

申請件数（年
間）

１件 ４０件
開閉館及び窓口業務
へ統合

6
女性センター管
理運営

入館の制限等
のべ利用団体
数（年間）

３６００
団体

３４７７
団体

開閉館及び窓口業務
へ統合

6
女性センター管
理運営

（事業№602から統
合）

男女共同参画施策の
体制整備に向けた課
内検討会議の開催

開催回数 １回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

7 総
女性センター登
録団体申請受付
及び支援

男女平等参画社会実現の
ため、男女平等参画に取
り組む団体等を支援す
る。

市内の
男女平
等参画
に取り
組む団
体等

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 登録団体数 ５団体 未 中 中 高
現状維

持
なし

予算
なし
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

20,370 20,370 活動指標の名称 目標値 22,359 22,359

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

男女共同参画課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

男女共同参画課

施策目標 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

7
女性センター登
録団体申請受付
及び支援

女性センター登録団
体申請受付及び支援

登録団体数 ５団体 ５団体
女性センター登録団
体申請受付及び支援

登録団体数 ５団体
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

602 総
女性施策の体制
整備

女性施策を推進する上
で、推進事業、相談事
業、管理運営事業のあり
方を総合的に検討する。

全市
民、市
内の民
間団体

定
型
定
例

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

602
女性施策の体制
整備

女性施策の体制整備
に向けた課内検討会
議の開催

開催回数 １回 １回 （事業№6へ統合）

603 総
新たな分野（防
災）に取り組む
事業

防災に関して女性の視点
の必要性について、他課
と連携し意識啓発を図
る。

市内在
住在勤
の一般
市民

定
型
定
例

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

603
新たな分野（防
災）に取り組む
事業

新たな分野の取り組
みに関する意識啓発

情報紙等によ
る情報提供
（開館日数）

３０７日 ３０７日 （事業№3へ統合）

604 総
ＤＶ支援ネット
ワーク事業

ＤＶ被害者の支援のた
め、庁内の横断的なネッ
トワークを作り、組織を
あげて支援する体制を構
築する。

女性の
ＤＶ被
害者

定
型
定
例

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

604
ＤＶ支援ネット
ワーク事業

ＤＶ被害者支援に向
けた対策会議の開催

庁内ＤＶ対応
研修会(年
間）

２回 ２回 （事業№5へ統合）

702 総

行政提案型協働
推進事業（女性
のための就労支
援事業）

就労を希望している子育
て世代の女性を中心に就
労支援を実施し、社会参
画の実現を目指す。

子育て
世代の
女性

定
型
定
例

372
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

702

行政提案型協働
推進事業（女性
のための就労支
援事業）

女性のための就労支
援事業～基礎から学
ぶパソコン講座～

開催回数 ４回 ４回 372

605 総

ゴールドコース
ト友好海岸交流
連絡協議会に係
る事務

県が友好提携を締結した
オーストラリア・ゴール
ドコースト市との海岸交
流を円滑に進めるため、
相模湾沿岸１３市町と県
が海岸を基盤とした友好
交流の方策を調査、検討
し、市民等による交流事
業を支援する。

関係
市町

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

605

ゴールドコース
ト友好海岸交流
連絡協議会に係
る事務

会議等への出席及び
協力

出席回数 年１回 年１回 （事業№8へ統合）

606 総
かながわ自治体
の国際政策研究
会に係る事務

県及び市町村相互の緊密
な連携を図り、国際化に
関する施策の充実と推進
に資する。

関係
市町

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

606
かながわ自治体
の国際政策研究
会に係る事務

かながわ自治体の国
際政策研究会

出席回数 年５回 年２回 （事業№9へ統合）

8 総
国際交流関係事
業

国際交流に関する情報提
供や外国籍市民に対する
情報提供を充実し、多文
化共生できる社会づくり
を目指す。

市内外
国籍住

民

定
例
定
型

119
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 共催事業数 ６事業 115

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

8
国際交流関係事
業

国際交流協会との共
催事業の開催等

共催事業数 年６事業 年４事業 119
国際交流協会との共
催事業の開催等

共催事業数 年６事業 115

業
務
計
画

不
可

必
要

済 済 無 なし 維持

8
国際交流関係事
業

国際交流・国際協力
ポスターコンテスト
募集及びポスター巡
回展の開催（隔年）

開催期間

開催せず
（２年に
１度の開
催のた
め）

開催せず
（２年に
１度の開
催のた
め）

国際交流・国際協力
ポスターコンテスト
募集及びポスター巡
回展の開催（隔年）

開催期間
平成24
年1月

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

20,370 20,370 活動指標の名称 目標値 22,359 22,359

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

男女共同参画課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

男女共同参画課

施策目標 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

8
国際交流関係事
業

（事業№605から統
合）

ゴールドコースト友
好海岸交流連絡協議
会に係る会議等への
出席及び協力

出席回数 年１回

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

9 総 外国人相談事業

言葉の壁や生活習慣の違
いに関係なく地域での円
滑な生活が送れるよう、
市政に関する相談員を配
置して生活相談や各種の
情報提供を行う。

市内外
国籍住

民

定
例
定
型

8

庁内通訳登録システ
ムについては、目標
が達成できなかった
が、次年度での目的
達成に向けた下地づ
くりは行うことがで
きた。

Ｃ 相談受付
件数

年１０回 37 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

9 外国人相談事業
外国人相談窓口業務
の実施（申込制）

相談受付
件数

年１０回 年０回 0
外国人相談窓口業務
の実施（申込制）

相談受付
件数

年１０回 24
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

9 外国人相談事業

庁内通訳登録システ
ムを実施し、又外国
人のニーズを把握す
る

整備時期
平成２３
年３月

－

庁内通訳登録システ
ムを実施し、又外国
人のニーズを把握す
る

実施時期
平成２４
年１月～

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

9 外国人相談事業
医療通訳派遣システ
ム事業

派遣件数 年７件 年１０件 8
医療通訳派遣システ
ム事業

派遣件数 年７件 13
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

9 外国人相談事業
茅ヶ崎市外国語版便
利帳の改訂版作成

作成言語

作成せず
（３年に
１回の改
訂のた
め）

作成せず
（３年に
１回の改
訂のた
め）

茅ヶ崎市外国語版便
利帳の改訂版作成

作成言語

作成せず
（３年に
１回の改
訂のた
め）

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
予算
なし

9 外国人相談事業
（事業№606から統
合）

かながわ自治体の国
際政策研究会

出席回数 年５回
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10 総

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

平和の大切さを学んでも
らうため、次代を担う児
童・生徒を対象に募集
し、その作品をもって広
く市民に平和の尊さを啓
発する。

市内小
６・中
２の児
童・生

徒

定
例
定
型

36
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ 作品応募学校
数

３４校 28 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

市内小・中学校への
応募依頼

応募依頼学校
数

年３３校 年３３校
市内小・中学校への
応募依頼

応募依頼学校
数

年３４校
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

平和ポスター・作文
の審査会の開催

開催時期
平成２２
年７月

平成２２
年７月

平和ポスター・作文
の審査会の開催

開催時期
平成２３
年７月

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

入賞者の表彰式の開
催

開催時期
平成２２
年８月

平成２２
年８月

36
入賞者の表彰式の開
催

開催時期
平成２３
年８月

28 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

10

「平和につい
て」ポスター作
文コンテスト事
業

入賞作品集の作成 作成部数
年３００
部

年３００
部

入賞作品集の作成 作成部数
年３００
部

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

11 総
ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

次世代に戦争の悲惨さ、
平和の尊さなどを肌で感
じ、学びとってもらうた
め、広島の平和式典に
小・中学生を派遣する。

「平和
につい
て」コ
ンテス
ト入賞

者

定
例
定
型

1,327
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ
平和大使
派遣者数

１６人 1,176 未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

11
ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

平和大使の交流会、
学習会、派遣先との
調整事務等

交流会、学習
会等の実施回
数

年４回 年４回
平和大使の交流会、
学習会、派遣先との
調整事務等

交流会、学習
会等の実施回
数

年４回 済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし
予算
なし

11
ピーストレイン
平和大使広島派
遣事業

広島派遣への交通手
段及び宿泊、食事、
施設見学等の手配
（委託）

平和大使
派遣者数

年２４人 年２０人 1,327

広島派遣への交通手
段及び宿泊、食事、
施設見学等の手配
（委託）

平和大使
派遣者数

年１６人 1,176
不
可

必
要

済 済 無 なし 維持
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

20,370 20,370 活動指標の名称 目標値 22,359 22,359

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

男女共同参画課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

男女共同参画課

施策目標 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

12 総 平和啓発事業
戦争の悲惨さ、平和の尊
さを一人でも多くの市民
に伝える。

市民

定
例
定
型

1,930
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ
平和に関する
展示会等イベ
ントの開催数

４回 1,559

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし 維持

12 平和啓発事業 平和のつどいの開催 開催時期
平成２２
年８月１
５日

平成２２
年８月１
５日

50 平和のつどいの開催 開催時期
平成２３
年８月１
５日

46

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

12 平和啓発事業
平和に関する展示会
等の開催
（委託）

開催回数 年４回 年７回 1,367
平和に関する展示会
等の開催
（委託）

開催回数 年４回 1,513

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

済 無 なし 維持

12 平和啓発事業

「平和都市宣言」
「茅ヶ崎市核兵器廃
絶平和都市宣言」横
断幕・懸垂幕の掲出

横断幕・懸垂
幕の掲出期間

年３０日
間

年３０日
間

「平和都市宣言」
「茅ヶ崎市核兵器廃
絶平和都市宣言」横
断幕・懸垂幕の掲出

横断幕・懸垂
幕の掲出期間

年３０日
間

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

12 平和啓発事業
核兵器廃絶平和都市
宣言25周年事業

開催時期
平成２２
年１２月

平成２２
年１２月

513

12 平和啓発事業
（事業№607から統
合）

平和行進団体への対
応

受入団体数 年６団体

業
務
計
画

済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

607 総
平和関係への支
援事業

各種団体への対応並びに
平和行進団体等の平和活
動についての連携、支援
をする。

関係
団体

定
例
定
型

適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ

607
平和関係への支
援事業

平和行進団体への対
応

受入団体数 年６団体 年７団体 （事業№12へ統合）

13 総
人権同和対策に
関すること。

神奈川県対応の３同和団
体①神奈川県部落解放同
盟神奈川連合会②地域人
権運動連合会③全日本同
和会神奈川連合会及び人
権団体である神奈川人権
センター・横浜人権セン
ターへ総会・研修会等へ
の出席を行い、団体活動
の理解を深め、同時に人
権尊重の推進を図る。

人権団
体及び
同和団

体

定
例
定
型

673
適切に事務を行って
おり、成果が出てい
る。

Ａ
市主催事業に
おける参加人
数

３００人 927 未 中 中 中
現状維

持
なし 維持

13
人権同和対策に
関すること。

人権・同和団体総会
及び研修会への出席

出席回数 年１０回 年２７回 36
人権・同和団体総会
及び研修会への出席

出席回数 年１０回 301
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

13
人権同和対策に
関すること。

人権団体への負担金
の交付

負担金の交付
時期

５月 ５月 400
人権団体への負担金
の交付

負担金の交付
時期

５月 400
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

13
人権同和対策に
関すること。

人権・同和問題関係
資料の購入

資料の購入が
適切でなかっ
た件数

年０件 年０件 222
人権・同和問題関係
資料の購入

資料の購入が
適切でなかっ
た件数

年０件 169
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

13
人権同和対策に
関すること。

「人権を考える市民
の集い」の市主催事
業の開催

参加人数 ３００人 ２２１人 15
「人権を考える市民
の集い」の市主催事
業の開催

参加人数 ３００人 57 済
必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし 維持

14 総
地域における男
女共同参画の推
進

地域における男女共同参
画の推進に向け、公民館
等地域施設での男女共同
参画啓発事業を実施す
る。

市民
政
策

啓発講座等開
催数

２事業

業
務
計
画

未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

14
地域における男
女共同参画の推
進

地域施設での啓発事
業の実施

事業数 ２事業

業
務
計
画

不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし
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実施計画

第５次実施計画

事業の指標の名称 目標値

20,370 20,370 活動指標の名称 目標値 22,359 22,359

対
象
（

顧
客
）

事
業
の
性
質
区
分

実績

実施計画
事業名

活動量・サービス量 当該事務事業全
体の予算額
（合計）

活動ごとの
決算額

活動量・サービス量の達成状況

目標値

当該事務事業全
体の決算額
（合計）

男女共同参画課

活動

活動 改善の内容

改善
時期
（年
度）

活動

実績値活動指標の名称

活動ごとの
予算額活動

課かい名

事
業
№

総
括
フ
ラ
グ

事務事業名

事務事業

基礎情報

男女共同参画課

施策目標 互いが尊重され、あらゆる分野の活動に参画できる社会をつくる

事務事業の
目的・成果 手法の

変更の
有無

①
目
的
達
成

事業の
方向性

事業の改善提案必要性

③
成
果

④
市
民
協
働

⑤
そ
の
他

今後の事業展開
事後評価

平成２２年度評価
平成２３年度計画

予算内訳（千円）

業務
計画

予
算
の
方
向
性

事業手法

④
継
続
性

22年度
の取組
に対す
る分析

事務事業の目的に対
する成果の状況

②
直
営
の

必
要
性

②
ニ
ー

ズ

決算内訳（千円）

①
人
件
費
減

③
民
間
活
用

15 総
２市１町人権・
男女共同参画連
携会議

茅ヶ崎市、藤沢市、寒川
町が人権関連施策、男女
共同参画関連施策、ＤＶ
防止に係る関連施策など
共通認識を持って市域を
超えて協議、情報交換
し、その推進を図る。

２市１
町の住

民

定
型
定
例

実施事業数 ３事業 未 高 高 高
現状維

持
なし

予算
なし

15
２市１町人権・
男女共同参画連
携会議

２市１町連携の啓発
事業の開催

実施事業数 ３事業
不
可

必
要

そ
の
他
不
可

不
可

無 なし
予算
なし

888 総
災害応急対策活
動

本市域に、地震動・津波
等伴う諸現象による同時
多発的災害が発生した場
合に、被害を軽減し、応
急対策活動を課として迅
速的確に対処する。

全市民
等

定
型
定
例

888
災害応急対策活
動

部の災害応急対策活
動マニュアルおける
課（班）の活動内容
の検証及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月
６月

４月
６月

部の災害応急対策活
動マニュアルおける
課（班）の活動内容
の検証及び見直し

マニュアルの
検証及び見直
し

４月
６月

888
災害応急対策活
動

女性に対する災害相
談
（災害等発生時）

災害時女性相
談の実施

随時 なし
女性に対する災害相
談
（災害等発生時）

災害時女性相
談の実施

随時

888
災害応急対策活
動

課が所管する施設の
被害状況調査及び応
急対策
（災害等発生時）

女性センター
の被害状況調
査及び応急対
策の実施

随時 ３月

課が所管する施設の
被害状況調査及び応
急対策
（災害等発生時）

女性センター
の被害状況調
査及び応急対
策の実施

随時

888
災害応急対策活
動

関係機関との連絡調
整
（災害等発生時）

関係機関と連
絡調整し、女
性センターを
応急施設とし
て開設

随時 なし
関係機関との連絡調
整
（災害等発生時）

関係機関と連
絡調整し、女
性センターを
応急施設とし
て開設

随時

888
災害応急対策活
動

外国人に対する災害
情報の伝達（災害等
発生時）

通訳者の確保 随時 なし
外国人に対する災害
情報の伝達（災害等
発生時）

通訳者の確保 随時

888 総 庁内共通業務

定
型
定
例

75

888 庁内共通業務 一時保育者に対する研修
一時保
育従事
登録者

講座における一時保
育

開催回数(年
間）

２回 １回 （事業№3へ統合）

888 庁内共通業務
男女平等参画推進事業に
係る経費

75
（事業№3の男女共
同参画の推進に関す
る事業へ統合）


